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■ 概要

単位量 [kg/m3] 硬化促進剤※2

TDRモルタル※1 水 [kg]

1,900 266 38

■ 特徴

TDRトンネルライニング工法の概要

ミニスランプ モルタル吐出量 はね返り率

[mm] [m3/hr] [%]

95±25 0.2～1.0 2～5

TDRモルタルの標準配合

TDRモルタルのフレッシュ性状と施工性

※10.5Vol%のビニロンファイバーを含む
※2表層20mmにはナイロンファイバー50g/m3も添加

円柱型シヤキーの概要

シヤキーの形状 断面図 平面図

矢板工法トンネルの補強技術の提案

吹付け状況 仕上げ状況

2R 以上 6R 以下

2R
以
上

6R
以
下

既設覆工 内巻補強工

直径 R=52mm

深さ t=11mm

シヤキー
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■ 施工試験

既設覆工の切削 切削面の配筋 吹付け完了

■ ウォータージェット切削とTDRショット工法による既設トンネル覆工の補強実績

肩部のはつりと鉄筋の曲げ加工 1車線供用しながらの施工 施工完了

■ 補強設計
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ウォータージェット円柱型シヤキー 円柱型シヤキー
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Model 4 (15+18cm)

Model 2 (35cm)

Model 1 (15cm)

内巻補強工のみ (28cm)

Model 3 (15+8cm)

M-N破壊包絡曲線を用いた検討例 接合部のせん断応力照査例 設計フロー
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